


　10月に実施される消費税率の引き上げにより、住民税非課税の方や子育て世帯の方の消費に与え

る影響の緩和・地域における消費の下支えをすることを目的に八雲町プレミアム商品券を販売します。

 【購入対象者】

　⑴2019年度の住民税が課税されていない方（ただし、次に該当する方を除きます。）

　　住民税課税者に扶養されている方、または、生計同一の配偶者・扶養親族等、生活保護受給者

　⑵2016年4月2日～2019年9月30日までに生まれたお子さんのいる子育て世帯の世帯主

　※⑴、⑵の両方の要件に該当する方は、両方とも対象となります。

【申請の流れ】

　上記⑴対象となり得る方には、7月下旬頃に住民税非課税のお知らせと一緒に商品券購入引換券交

付申請書を送付しますので、購入を希望される方は、下記により申請を行ってください。

　なお、上記⑵の対象となる方については、申請は不要となり、商品券購入引換券を9月以降に送付

します。

●商品券の概要および購入方法

【販売額】1冊につき4,000円

【額　面】1冊につき5,000円（500円券×10枚）

【購入限度額】　

　上記の購入対象者⑴の場合、対象者お一人につき5冊（2万5千円分）まで

　上記の購入対象者⑵の場合、対象となるお子さんお一人につき、5冊（2万5千円分）まで

【購入期間・場所】

　令和元年10月1日～令和2年2月29日までに八雲商工会、落部支所、八雲商工会熊石支所にてご購

入ください（購入の際は、「商品券購入引換券」および本人確認書類が必要となります）。

【利用可能店舗・利用期間】

　令和元年10月1日～令和2年2月29日まで、八雲町内の商品券取扱店※でご利用いただけます。

※商品券取扱店は現在募集中のため、今後、町ホームページなどでお知らせします。

【配偶者からの暴力を理由に避難している方への支援】

　配偶者からの暴力を理由に避難している方で、住民票地以外に居住している方は、一定の要件を満

たすことで居住している市町村において申請を行うことができます。

※ご不明な点は下記までご連絡ください。

【問い合わせ先】住民生活課社会係　10137－62－2112

「八雲町
　プレミアム付商品券」を
　発売します

【申請方法】

　記入例を参考に申請書にご記入・押印いただき、本人確認書類（写し）を添付の上、同封の返信

用封筒にて申請書等をご郵送いただくか、または、下記の窓口までご提出ください。

　なお、代理人等による申請も可能です。

【申請受付窓口】住民生活課社会係（5番窓口）、落部支所

　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課、相沼・泊川出張所

【申請受付期間】8月上旬頃～令和2年1月31日まで　※郵送の場合は当日消印有効

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

9月中旬頃から順次、対象者の方へ「商品券購入引換券」を発送します。

※商品券購入の際に必要となりますので、大切に保管してください。
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7月に保険料額をお知らせします

令和元年度の保険料の支払いと保険証（被保険者証）の
一斉更新について

令和元年度の保険料については、7月に個別にお知らせします。

均 等 割
【1人あたりの額】

50,205円

１年間の保険料
［限度額 62万円］
（100円未満切り捨て）

所得割【本人の所得に応じた額】
（平成30年中の所得－３３万円）×
　　　　　　　　　　　１０．59％

＋ ＝

《保険料の計算方法》

○１年間の保険料の上限額は、令和元年度は62万円になります。

○年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

※「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いたものです。

②被用者保険の被扶養者であった方の軽減
　この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者であった方については、負担軽減のための特別措置とし

て、所得割がかからず、制度加入から2年を経過していない期間のみ均等割が５割軽減となります

（50,205円→25,102円）。

※被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、市町村の国

　民健康保険等は含まれません。

■保険料の減免
　災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険料の支払いが困

難な方については、保険料の減免が受けられる場合があります。

※令和元年度から、均等割5割軽減・2割軽減の軽減判定所得が拡充されました。

　令和元年度から、軽減特例の見直しにより9割軽減から8割軽減に変更になりました。

　8.5割軽減に該当する方の軽減特例の見直しは、令和2年度に実施予定です。

①均等割の軽減（年額）
　●軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。

　●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

　●昭和29年1月1日以前に生まれた方の公的年金等については、さらに15万円を引いた額で判定します。

平成30年度における8.5割軽減の区分33万円以下

33万円＋28万円×（被保険者数）以下

33万円＋51万円×（被保険者数）以下

【平成30年度における9割軽減の区分】のうち、

世帯の被保険者全員の各種所得なし

５割

２割

7割

8.5割

8割

対象者の所得要件

（世帯主および世帯の被保険者全員の

軽減判定所得の合計額）

7.75割

5割

2割

7割

7割

本則 令和元年度 令和2年度 令和3年度

■保険料の軽減

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度 のお知らせ

均等割の軽減割合
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■保険料の支払い方法
　保険料の支払いは、「年金からの支払い」と「口座振替」を選ぶことができます。

　●「年金からの支払い」から「口座振替」に切り替わる時期は、申し出の時期により異なります。

　●税申告の際の「社会保険料控除」は、支払いする方に適用されます。

　（年金からの支払いの場合、支払いいただくご本人の社会保険料控除の対象になります）

■保険証が新しくなります（桃色→橙色）
　現在ご使用の保険証の有効期限が7月31日をもって満了となるため、8月以降は

使用できなくなります。

　7月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、橙色の保険証

をご使用ください。

・新しい保険証の有効期限は令和2年7月31日までです。

・紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、住民生活課国民健康保険係ま

　で申し出ください。

新しい保険証は橙色です

■減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります（水色→黄緑色）
　現在ご使用の水色の減額認定証の有効期限が7月31日をもって満了となるため、8月以降は使用できなく

なります。有効期間は保険証と同じく1年間です。

　引き続き交付対象に該当する方には7月中に減額認定証を交付しますので、8月1日からは黄緑色の減額認

定証をご使用ください。

新しい減額認定証は黄緑色です

減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

区 分 Ⅱ

区 分 Ⅰ

○世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに

該当する方

○世帯全員の所得が0円の方

（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

○老齢福祉年金を受給されている方

■限度証（限度額適用認定証）も新しくなります（水色→黄緑色）
　現在ご使用の水色の限度証の有効期限が7月31日をもって満了となるため、8月以降は使用できなくなり

ます。有効期間は保険証と同じく1年間です。

　引き続き交付対象に該当する方は7月中に限度証を交付しますので、8月1日からは黄緑色の限度証をご使

用ください。

限度証の交付対象…次の3区分のうち、現役並みⅠまたは現役並みⅡに該当する方

新しい限度証は黄緑色です

現役並みⅢ

現役並みⅡ

現役並みⅠ

住民税課税所得が690万円以上の被保険者と、その方と同一世帯に

いる被保険者の方

現役並みⅢに該当せず、住民税課税所得が380万円以上の被保険者

と、その方と同一世帯にいる被保険者の方

現役並みⅢ・Ⅱに該当しない3割負担の方と、その方と同一世帯に

いる被保険者の方
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■医療費通知を全受診者へ送付します
　広域連合では被保険者の皆さまの医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を、対象期間に医

療機関等を受診した全ての被保険者の皆さまへ送付します。発送月は、9月下旬と3月上旬の年2回です。

【問い合わせ先】・北海道後期高齢者医療広域連合　☎011－290－5601

　　　　　　　　・住民生活課国民健康保険係　　　☎0137－62－2112

　　　　　　　　・熊石総合支所住民サービス課　　☎01398－2－3111

■医療費通知の活用について
○医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理に活用できます。

○健康診査など、皆さまの健康保持・増進に役立つ情報が記載されています。

○診療日数などに間違いがないか確認しましょう。

■障害認定申請について
　一定の障がいのある65歳～74歳までの方のうち、申請により北海道後期高齢者医療広域連合の認定を受

けた方は、後期高齢者医療制度に加入することができます。

　なお、後期高齢者医療制度の被保険者（加入者）となる方は、それまで加入していた健康保険（国民健康

保険、健康保険組合、共済組合等）から脱退し、後期高齢者医療制度に加入することになります。

　脱退手続きについては、各保険者へお問い合わせください。

※一定の障がいとは

（１）障害基礎年金などの障害年金1、2級を受給している方

（２）身体障害者手帳1級、2級、3級をお持ちの方

（３）身体障害者手帳4級をお持ちの方で、次のいずれかに該当される方

　　・音声障害

　　・言語障害

　　・下肢障害4級1号（両下肢の全ての指を欠くもの）

　　・下肢障害4級3号（一下肢を下腿の二分の一以上で欠くもの）

　　・下肢障害4級4号（一下肢の機能の著しい障害）

（４）精神障害者保健福祉手帳1級・2級をお持ちの方

（５）療育手帳Ａ（重度）をお持ちの方

イメージ図

標準負担額費用額回数

自己
負担額

食事療養・生活療養費診療を受けた
医療機関等

受診年月

※この通知は、皆さまの受診状況についてお知らせするもので、請求書ではありません。

※この通知は、医療費控除の申告手続きで医療費の明細書として使用することができます。医療費控除の申

告に関することは、税務署にお問い合わせください。

0

0

15

1,800

1,000

20,200

23,000

医療費の
総額

18,000

10,000

202,000

230,000

診療区分

医科外来

調剤

医科入院

○○病院

××薬局

△△病院

合　　　　計

H31年1月

H31年2月

H31年3月

日数

1

1

5

0

0

11,490

11,490

0

0

6,900

6,900
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広報やくも広告募集中

①たて１０.０cm×よこ１７.０cm 
　………………… 月額（町内業者）20,570円
②たて１５.０cm×よこ１７.０cm
　………………… 月額（町内業者）10,280円
③たて１５.０cm×よこ１８.５cm
　………………… 月額（町内業者）5,140円
④たて１５.０cm×よこ１２.０cm
　………………… 月額（町内業者）1,540円
詳しくは、政策推進課協働推進係まで

　

左
表
に
掲
げ
る
適
用
要
件
に
該

当
す
る
低
所
得
世
帯
で
、
申
請
が

あ
っ
た
も
の
を
対
象
と
し
、
基
本

料
金
の
2
分
の
1
の
額
に
つ
い
て

軽
減
し
ま
す
。

【
決
定
方
法
】

　

申
請
書
を
受
理
後
、
内
容
を
審

査
の
う
え
、
承
認
ま
た
は
不
承
認
通

知
書
に
よ
り
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

【
軽
減
開
始
時
期
】

　

軽
減
の
申
請
が
あ
っ
た
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
納
付
分
か
ら
軽
減

さ
れ
ま
す
。

【
受
付
開
始
】

　

7
月
8
日
（
月
）

【
手
続
き
（
申
請
）
方
法
】

 
次
の
も
の
を
持
参
し
、
各
申
請

場
所
に
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

適 用 要 件

【世帯状況により、前年の収入に対し限度額が適用されます】

世帯状況による収入限度額例（参考）

・６５歳単身世帯　収入限度額　　８５万円

・６５歳夫婦世帯　　　〃　　　１３０万円

【注意】

※収入には、税法上非課税となっている障害年金などの収

　入や、収入限度額の１.２倍を超える預貯金、仕送りな

　ども収入に含め計算されます。

※適用例以外については、お問い合わせください。

　下記（ア）または（イ）に該当する世帯であり、①～④の条

件を満たす方が対象です。

（ア）満65歳以上の高齢者世帯、母子および父子世帯など

（イ）世帯主が重度身体（２級以上）・心身（A判定）・精神

　　　（１級）障がい者である世帯

　①水道料金・下水道使用料に滞納がない。

　②八雲町特定滞納者に対する行政サービスの制限を受け

　　ていない。

　③当該年度の町民税について世帯員すべてが非課税である。

　④世帯の収入額が限度額以内である。

低
所
得
世
帯
に
対
す
る
水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
軽
減
申
請
の
お
知
ら
せ

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
予
定
納
税

（
第
1
期
分
）
の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

さ
い
。

・
印
鑑

・
年
金
支
払
通
知
書

・
給
与
証
明
書

・
預
貯
金
通
帳
（
前
年
の
1
月
か

ら
現
在
ま
で
の
収
入
状
況
お
よ

び
履
歴
が
分
か
る
も
の
す
べ
て
）

・
障
が
い
を
理
由
と
す
る
申
請
の

場
合
は
障
害
者
手
帳

【
申
請
場
所
】

・
環
境
水
道
課
業
務
係

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
水
道
課
業
務
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

【
予
定
納
税
と
は
】

　

前
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ

き
計
算
し
た
予
定
納
税
基
準
額
が

15
万
円
以
上
と
な
る
場
合
に
は
、

原
則
、
こ
の
予
定
納
税
基
準
額
の

3
分
の
1
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
7

月
（
第
1
期
分
）
と
11
月
（
第
2
期

分
）
に
納
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
予
定
納
税
額
は
、
確
定
申

告
の
際
に
計
算
し
た
税
額
か
ら
差

し
引
く
こ
と
に
よ
り
精
算
し
ま

す
。

【
納
税
す
る
額
】

　

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、

6
月
中
旬
に
税
務
署
か
ら
「
令
和

元
年
分
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
の
予
定
納
税
額
の
通
知

書
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
第
1
期

分
の
金
額
が
納
税
す
る
額
で
す
。

【
予
定
納
税
の
減
額
申
請
】

　

廃
業
、
休
業
ま
た
は
業
況
不
振

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
令
和
元
年

6
月
30
日
（
日
）
の
現
況
に
よ
る
令

和
元
年
分
の
「
申
告
納
税
見
積
額

（
年
間
所
得
や
所
得
控
除
な
ど
を

見
積
も
っ
て
計
算
し
た
税
額
）
」
が
、

税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
「
予

定
納
税
基
準
額
」
よ
り
も
少
な
く

な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
な
ど
は
、

予
定
納
税
の
減
額
申
請
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

第
1
期
分
の
予
定
納
税
の
減
額

申
請
を
す
る
場
合
は
、
7
月
16
日

（
火
）
ま
で
に
「
予
定
納
税
額
の
減

額
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載

し
た
上
、
所
轄
税
務
署
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
税
務
署
で
は
、
そ
の
申

請
に
つ
い
て
承
認
、
一
部
承
認
ま

た
は
却
下
の
い
ず
れ
か
を
決
定

し
、
そ
の
結
果
を
書
面
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
「
予
定
納
税
額
の
減

額
申
請
書
」
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、

税
務
署
窓
口
に
も
用
意
し
て
い
ま

す
。

【
納
期
】

　

7
月
1
日
（
月
）
〜
31
日
（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
税
務
署

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
1
4
8
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平
成
27

年
度
か
ら
消
費
税
に
よ

る
公
費
を
投
入
し
て
低
所
得
者
の

介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
を
一
部

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
10

月

の
消
費
税
率
10

%
へ
の
引
き
上
げ

に
合
わ
せ
て
軽
減
が
強
化
さ
れ
、

今
年
度
よ
り
所
得
段
階
第
1
段
階

か
ら
第
3
段
階
の
方
の
保
険
料
負

担
の
軽
減
を
行
い
ま
す
。 

【
令
和
元
年
度
の
介
護
保
険
料
】

※
第
4
段
階
〜
第
9
段
階
の
保
険

料
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
段
階
や
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
7
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る

介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

【日時】7月15日（月・祝）午後1時30分　【場所】噴火湾パノラマパーク

【内容】　

（1）マリンクラフト～海からの贈り物～（貝殻、シーグラス、流木などを使用した工作）

・受付場所　パノラマ館エントランスホール

・体 験 料　1作品　500円～

・留意事項　小学3年生以下のお子さんは保護者同伴です。

　　　　　　レジンやグルーガンを使用しますので、アレルギーのある方はご遠慮ください。

（2）ハスカップ収穫体験会

・受付場所　ふれあい館（パークゴルフ場側）

・体験料　200円　1人1袋まで（袋は主催者側で用意します）

・留意事項　天候・作物の生育状況により、日程が変更または中止となる場合があります。

※詳しくは噴火湾パノラマパークホームページをご覧ください。

【問い合わせ先】噴火湾パノラマパーク管理事務所（公園緑地推進室）　☎0137－65－6030

「北海道みんなの日」記念イベント
7月15日に開催しますY

　

近
隣
諸
外
国
で
は
、
家
畜
に
被

害
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
地
域

経
済
に
大
き
な
損
失
を
与
え
る
悪

性
の
家
畜
伝
染
病
（
豚
コ
レ
ラ
、
ア

フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
、
口
蹄
疫
等
）

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
海
外
に
行

く
場
合
、
海
外
か
ら
帰
国
す
る
場

合
は
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
海
外
か
ら
帰
国
し
て
1
週
間
以

内
は
、
畜
産
農
場
に
立
ち
入
ら

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

・
海
外
か
ら
帰
国
す
る
1
週
間
前

は
、
家
畜
に
触
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
海
外
か
ら
の
肉
や
肉
製
品
（
ハ

ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ
ン

等
）
の
ほ
と
ん
ど
は
、
日
本
に

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
許
可
な
く
持
ち
込
ん
だ
場

合
は
処
罰
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・
過
去
4
カ
月
以
内
に
、
海
外
で

使
用
し
た
作
業
着
や
長
靴
な
ど

は
、
農
場
内
に
持
ち
込
ま
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課
農
業
振
興
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
2
0
3

　

「
フ
ァ
ー
ム
ネ
ッ
ト
や
く
も
」
は
農

作
業
体
験
や
農
・
畜
産
物
の
直
売

を
通
じ
て
、
住
民
と
の
交
流
や
生

産
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体

で
す
。
八
雲
町
に
住
ん
で
い
て
も

知
ら
な
か
っ
た
お
店
、
入
っ
た
こ

と
の
な
い
お
店
を
ド
ラ
イ
ブ
し
な

が
ら
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
て
、

新
し
い
発
見
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
期
間
】
7
月
1
日
（
月
）
〜

9
月
30

日
（
月
）

【
ス
タ
ン
プ
設
置
店
】

・
小
林
農
園
（
東
野
4
1
7
）　

・
エ
ル
フ
ィ
ン（
浜
松
3
6
6
│
10

）

・
フ
ロ
ム
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ァ
ー
ム

（
野
田
生
3
6
2
）

・
幸
村
農
園（
野
田
生
1
6
1
│
1
）

・
ち
ょ
っ
こ
の
店
（
落
部
7
2
8
）

・
チ
ー
ズ
工
房
小
栗

（
春
日
1
6
4
│
8
）

・
味
菜
工
房
（
立
岩
1
0
1
│
4
）

【
特
典
内
容
】
ス
タ
ン
プ
5
つ
以

上
集
め
る
と
抽
選
で
ス
タ
ン
プ
設

置
店
他
特
典
1
，
0
0
0
円
相
当

を
11

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
Z

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

フ
ァ
ー
ム
ネ
ッ
ト
や
く
も

（
事
務
局  

農
林
課
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
2
0
3

「
フ
ァ
ー
ム
ネ
ッ
ト
や
く
も
」

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
す

海
外
か
ら
の
家
畜
伝
染

病
の
侵
入
防
止
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
！

　

歳
以
上
（
第
1
号
被

保
険
者
）
で
低
所
得
の

方
の
介
護
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
ま
す

65

第1段階
34,200円

第1段階
25,700円

軽減前の
保険料額
（円）

軽減後の
保険料額
（円）

第2段階
51,300円

第2段階
42,800円

第3段階
51,300円

第3段階
49,600円
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〈
広
告
〉

熱中症に
ご注意ください

◎
熱
中
症
と
は

　

高
温
多
湿
な
環
境
に
長
く
い
る

こ
と
で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
内
に
熱
が

こ
も
り
、
吐
き
気
や
倦
怠
感
な
ど

の
症
状
が
現
れ
、
重
症
に
な
る
と

意
識
障
害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

◎
熱
中
症
の
予
防
法

　

「
こ
ま
め
な
水
分
補
給
」
と
「
暑

さ
を
避
け
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

◎
熱
中
症
に
な
っ
た
時
の処

置
方
法

　

日
陰
な
ど
涼
し
い
場
所
へ
避
難

し
て
、
身
体
を
冷
や
し
、
水
分
・

塩
分
を
補
給
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
願
い
し
た
い
こ
と

　

一
人
ひ
と
り
が
周
囲
の
人
に
気

を
配
り
、
熱
中
症
予
防
を
呼
び
か

け
合
い
ま
し
ょ
う
。

※
特
に
高
齢
の
方
は
注
意
が
必
要

　

で
す
。

※
室
内
で
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64

│
2
1
1
1

障
が
い
の
あ
る
方
の
就

労
な
ど
に
つ
い
て
の
巡

回
相
談
を
実
施
し
ま
す

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
の
積
極

的
勧
奨
の
見
合
わ
せ
に

つ
い
て

　

道
南
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
て
っ
ぷ
」
で

は
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
職

業
生
活
に
お
け
る
自
立
を
図
る
た

め
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※
仕
事
の
あ
っ
せ
ん
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

【
日
時
】
7
月
30

日
（
火
）

　

午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30

分

【
場
所
】

　

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
第
1
会
議
室

【
対
象
者
】

・
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
（
手
帳

　

を
お
持
ち
で
な
い
方
を
含
む
）

・
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
を
雇
用

　

し
て
い
る
、
ま
た
は
、
雇
用
予

　

定
の
あ
る
企
業

・
就
労
支
援
事
業
所
、
学
校
関
係

　

者
な
ど

【
申
込
期
限
】
7
月
29

日
（
月
）

　

午
後
5
時
15

分

※
一
回
当
た
り
の
面
談
時
間
は
1

時
間
程
度
を
要
す
る
た
め
、
2

名
ま
で
と
な
り
ま
す
（
予
約
制
）
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

　

保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

　

左
記
の
対
象
者
に
行
う
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
、
ワ
ク

チ
ン
と
の
因
果
関
係
を
否
定
で
き

な
い
痛
み
が
続
く
事
例
が
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
一
時
的
に
接
種

を
見
合
わ
せ
る
と
の
通
知
が
あ

り
、
町
に
お
い
て
も
積
極
的
に
は

お
勧
め
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
今
年
度
に
新
規
対
象

と
な
る
中
学
1
年
生
を
除
き
、
接

種
申
し
込
み
の
ご
案
内
を
見
合
わ

せ
ま
す
が
、
接
種
を
希
望
す
る
場

合
は
引
き
続
き
定
期
接
種
と
し
て

無
料
で
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
年
齢
】

　

中
学
1
年
生
（
13

歳
）
〜
高
校
１

年
生
相
当
（
16

歳
）
の
女
子

【
問
い
合
わ
せ
期
限
】

　

7
月
22

日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

食中毒を
防ぎましょう

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
細
菌
に

よ
る
食
中
毒
が
多
い
季
節
で
す
。

　

食
中
毒
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
家
庭
で
の
食
中
毒
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

◎
食
中
毒
予
防
の
三
大
原
則

①
つ
け
な
い
！

・
手
、
調
理
器
具
を
よ
く
洗
う
。

・
調
理
器
具
、
ふ
き
ん
を
こ
ま
め

　

に
消
毒
す
る
。

②
ふ
や
さ
な
い
！

・
要
冷
蔵
品
や
冷
凍
食
品
を
買
っ

　

た
ら
す
ぐ
に
持
ち
帰
り
、
冷
蔵

　

庫
、
冷
凍
庫
に
入
れ
る
。

・
調
理
品
は
速
や
か
に
食
べ
切
り
、

　

残
さ
な
い
。

③
や
っ
つ
け
る
！

・
食
品
は
十
分
に
火
を
通
す
。

・
温
め
な
お
す
と
き
も
し
っ
か
り

　

加
熱
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

け
ん
た
い
か
ん
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【申し込み・問い合わせ先】子育て支援センター  10137－62－2573

子育て支援センターからお知らせ

7月の『ホッとサロン』を
開きます

〇学校へ行きたくない…

〇学校へ行っても休みがち…

〇進路のことが心配…

〇他の子とうまくなじめない…など

　一人で悩まず、みんなで話して情報交換しま

しょう。聞くだけ、参加するだけでもOKです。

【日時】7月19日（金）午後1時30分～3時30分

【場所】子育て支援センター

【対象】保護者・支援者など

【申込期限】7月18日（木）

スマイル育児教室③

水遊び・しゃぼん玉遊びを
楽しもう

【内容】

　家庭ではできない大胆な水遊びを楽しみましょ

う！水鉄砲やじょうろ遊びを楽しんだり、しゃぼ

ん玉も飛ばして遊びます。

【対象】入園前のお子さんと保護者の皆さん

【日時】8月6日（火）午前10時～11時30分

【場所】子育て支援センタースマイル

【定員】15組（定員になり次第、締め切ります）

【持ち物】

　帽子・タオル・着替え・水分補給用の飲み物な

どをお持ちください。

【申込期限】8月1日（木）

　もの忘れや障がいの有無、年齢・性別を問わ

ず、どなたでも来店できる地域のカフェです。

　お友達同士はもちろん、介護や子育てをして

いる方同士の交流する場としてもご利用いただ

けます。お子さまやお孫さんも一緒に、お気軽

にお立ち寄りください。

【日程】・7月10日（水）

　　　　・8月７日（水）

【時間】午後1時30分～3時

【場所】はぴあ八雲　１階研修室

【内容】ミニ講座、茶話会、手芸作品などの展示

おもいやりカフェを
開店します

【問い合わせ先】保健福祉課包括支援係（シルバープラザ内）　☎0137－65－5001

　自分の住んでいる地域のいいところや「あっ

たらいいな」と思うことについて、気楽に楽し

く語らう場所、まちづくりカフェを開催しま

す。

　日頃考えている身近な困りごと、将来のこと

など楽しくおしゃべりしませんか？昼の部、夜

の部、ご都合の良い日程でお越しください。

【場所】ら・ふも

　　　　※飲食自由（飲み物の販売あり）

【日時】・7月19日（金）午後6時30分～8時

　　　　・8月19日（月）午後1時30分～3時

まちづくりカフェを
開催します
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八
雲
町
健
康
増
進
計
画
策
定
委

員
会
は
、
町
民
の
健
康
保
持
、
増

進
、
健
康
寿
命
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
八
雲
町
健
康
増
進

計
画
の
策
定
等
を
行
う
委
員
会

で
、
今
年
度
は
計
画
の
中
間
評
価

お
よ
び
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
7
月
29
日
（
月
）

午
後
2
時

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

【
内
容
】

・
健
康
増
進
計
画
の
概
要
に
つ
い

て
・
健
康
増
進
計
画
策
定
委
員
の
役

員
選
任
に
つ
い
て

・
そ
の
他

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
―
64
―
2
1
1
1

　

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ

ム
の
確
立
や
持
続
可
能
な
財
政
運

営
の
枠
組
み
構
築
な
ど
、
行
財
政

改
革
の
推
進
に
必
要
な
事
項
に
つ

い
て
審
議
し
、
提
言
を
行
う
た
め
の

会
議
で
す
。

【
日
時
】
7
月
17
日
（
水
）

午
後
1
時
30
分

【
場
所
】
役
場
議
員
控
室
（
3
階
）

【
内
容
】

・
平
成
30
年
度
特
定
事
務
事
業
に

係
る
町
民
説
明
会
の
実
施
状
況

に
つ
い
て

・
令
和
元
年
度
評
価
事
業
の
選
定

に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

政
策
推
進
課
企
画
係

　

☎
0
1
3
7
―
62
―
2
3
0
0

　

八
雲
町
自
治
基
本
条
例
に
基
づ

く
審
議
会
で
、
自
治
基
本
条
例
お

よ
び
自
治
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項
に
つ
い
て
審
議
し
、
町
長
へ
意

見
を
具
申
す
る
審
議
会
で
す
。

【
日
時
】
7
月
31
日
（
水
）

午
後
6
時
30
分

【
場
所
】
役
場
議
員
控
室
（
3
階
）

　町民の皆様の声を広く聴き、町民主体の自治を実現することを目的に、

平成22年4月1日に八雲町自治基本条例が制定されました。

　このコーナーでは各種審議会などの委員公募や会議の開催案内、パブリックコメントの実施

についてお知らせします。

　詳しくは、各担当課へ問い合わせていただくか、町のホームページをご覧ください。

八雲町自治基本条例コーナー
八雲町の「まちづくり」に

参加しませんか？

会議を公開で
行います

皆様の傍聴を
お待ちして
います

【
内
容
】

・
平
成
30
年
度
八
雲
町
自
治
基
本

条
例
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

・
そ
の
他

　

詳
細
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
s://w

w
w

.to
w

n
.

y
a

k
u

m
o

.lg
.jp

/

）
内
、
町
政
情

報
・
町
民
参
加
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

政
策
推
進
課
協
働
推
進
係

　

☎
0
1
3
7
―
62
―
2
3
0
0

八
雲
町
健
康
増
進
計
画
策

定
委
員
会
を
開
催
し
ま
す

八
雲
町
行
財
政
改
革
懇
話

会
を
開
催
し
ま
す

知
っ
て
ま
す
か
？

道
の
「
苦
情
審
査
委
員
」
制
度

八
雲
町
民
自
治
推
進
委
員

会
を
開
催
し
ま
す

　

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
で
す
。

・
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る

苦
情
で
あ
れ
ば
、「
苦
情
審
査
委

員
」に
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

・
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、「
苦
情

審
査
委
員
」
が
公
正
で
中
立
的

な
立
場
か
ら
、
道
の
関
係
機
関

に
対
し
、
必
要
な
調
査
等
を
行

い
ま
す
。

・
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不

備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る

と
き
は
、
道
の
機
関
に
是
正
や

改
善
を
求
め
ま
す
。

・
個
人
情
報
の
保
護
に
も
十
分
配

慮
し
ま
す
。

　

申
し
立
て
方
法
は
、「
苦
情
申
立

書
」
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も

申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　

〒
0
6
0
―
8
5
8
8

　

札
幌
市
中
央
区
北
3
条
西
6
丁
目

　

☎
0
1
1
―
2
0
4
―
5
5
2
3

・
渡
島
総
合
振
興
局

　

〒
0
4
1
―
8
5
5
8

　

函
館
市
美
原
4
丁
目
6
番
16
号

　

☎
0
1
3
8
―
47
―
9
4
0
0

委
員
の
公
募
結
果

○
八
雲
町
地
域
公
共
交
通
会
議

　

・
公
募
人
数　
　
　
　

2
名

　

・
公
募
結
果　
　
　
　

0
名

○
八
雲
町
子
ど
も
・

　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
会
議

　

・
公
募
人
数　
　
　
　

3
名

　

・
公
募
結
果　
　
　
　

1
名

○
北
海
道
新
幹
線
新
八
雲

（
仮
称
）
駅
周
辺
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
会
議

　

・
公
募
人
数　
　
　
　

2
名

　

・
公
募
結
果　
　
　
　

2
名

○
表
彰
審
議
委
員
会

　

・
公
募
人
数　
　
　
　

1
名

　

・
公
募
結
果　
　
　
　

0
名
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お
知
ら
せ

○
柳
谷　

敏
美
様
（
富
士
見
町
）

　
　
　
　

寄
付
金
額　

20

万
円

○
野
口　

ふ
じ
子
様
（
内
浦
町
）

○
塩
谷　

は
な
子
様
（
札
幌
市
）

・
雑
種
地　

4
，
3
4
9
㎡

（
持
ち
分
各
1
／
2
）

○
八
雲
総
合
病
院

　

7

月
7

日
、
14

日
、
15

日
、
21

日
、

　

28

日

　

8

月
4
日
、
11

日
、
12

日

　

1

0
1
3
7
│
63

│
2
1
8
5

INFORMATION

情報
くらしの

町
の
花

ひ
ま
わ
り

町
へ
の
寄
附

日
曜
・
休
日
当
番
医

【
日
時
】
7
月
12

日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

26

日
（
金
）

　

午
後
1
時
〜
4
時
（
相
談
30

分
）

　

午
後
3
時
ま
で
に
新
た
な
受
け

付
け
が
な
い
場
合
は
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
予
約
制
・
先
着
順

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

函
館
弁
護
士
会

　

☎
0
1
3
8
│
41
│
0
2
3
2

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

相　
　

談

八
雲
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

募　
　

集

◎
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
次
の
と
お
り
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
次
の
場
所
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
（
自
筆
）
し
、
写
真
を
貼
り
、

添
付
書
類
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹

介
状
を
添
え
て
総
務
課
人
事
厚
生

係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

・
総
務
課
人
事
厚
生
係　
　
　

・
熊
石
総
合
支
所　
　
　

・
落
部
支
所　

・
相
沼
泊
川
出
張
所

・
函
館
公
共
職
業
安
定
所
八
雲
出

張
所
（
申
込
書
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）

《
パ
ー
ト
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
）
募
集
》

【
採
用
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有

し
八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な

方
・
介
護
福
祉
士
ま
た
は
介
護
職
員

初
任
者
研
修
（
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
2
級
）
以
上
の
資
格
を
有

し
て
い
る
方

【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
町
総
合
保
健
福
祉
施
設
シ

ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
栄
町
13

│
1
）

【
雇
用
期
間
】

　

8
月
1
日
〜令

和
2
年
3
月
31

日

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
ま
で
の

間
で
指
定
さ
れ
た
時
間

※
相
談
に
よ
り
、
午
前
中
の
み
ま

　

た
は
午
後
の
み
の
勤
務
可
能

【
添
付
書
類
】

・
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

・
介
護
福
祉
士
登
録
証
の
写
し

か
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
証
（
ま
た
は
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
講
習
修
了
証
明
書
）の
写
し

【
業
務
内
容
】

　

高
齢
者
等
の
家
庭
を
訪
問
し
家

事
援
助
や
身
体
介
護
な
ど

【
賃
金
】
時
給
1
，
0
7
0
円

【
保
険
等
】
労
災
保
険
に
加
入

※
勤
務
時
間
が
週
20

時
間
以
上
の

場
合
、
雇
用
保
険
に
加
入
、
週

20

時
間
以
上
か
つ
月
額
賃
金
が

8
8
，
0
0
0
円
以
上
の
場
合
、

社
会
保
険
、
厚
生
年
金
に
加
入

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
・
面
接
試
験

【
申
込
期
限
】

　

7
月
18

日
（
木
）

　

午
後
5
時
15

分
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

【
試
験
予
定
日
】

　

7
月
22

日
（
月
）　

　

集
合
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

《
一
般
事
務
職
員
》　

【
採
用
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方

②
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
パ
ソ

　

コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

【
勤
務
場
所
】
建
設
課

【
雇
用
期
間
】

　

８
月
１
日
〜令

和
２
年
１
月
31

日

（
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
８
時
30

分
〜午

後
５
時
15

分

【
添
付
書
類
】
運
転
免
許
の
写
し

【
業
務
内
容
】
一
般
事
務

【
賃
金
】
日
額
6
，
6
0
0
円

【
特
別
賃
金
】

　

年
間
97

日
分

※
初
年
度
は
減
額
さ
れ
ま
す

【
保
険
等
】

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
、
労
災
保
険
に
加
入
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【試験区分】一般事務（初級・上級）

【受験資格】初級　平成10年4月2日～平成14年4月1日までに生まれた方

　　　　　　上級　平成元年4月2日～平成10年4月1日までに生まれた方

　　　　　　※初級、上級とも学歴は問いません。

　　　　　　※次の方は受験できません。

　　　　　　・日本国籍を有しない方　・地方公務員法第16条の各号のいずれかに該当する方

【試験の方法および日時】

　◎第１次試験　［日時］9月22日（日）午前8時50分（着席）

　　　　　　　　［試験会場］公立はこだて未来大学、もしくは、乙部町民会館

　　　　　　　　　※受験しやすい試験会場を選択ください。

　　　　　　　　・初級　教養試験（2時間）択一式（高校卒程度）作文試験（1時間）

　　　　　　　　　　　　総合適性検査（1時間25分）

　　　　　　　　・上級　教養試験（2時間）択一式（大学卒程度）論文試験（1時間）

　　　　　　　　　　　　総合適性検査（1時間25分）

　◎第２次試験　第１次試験合格者の中から、採用予定の町において行います。

【受験手続きおよび受付期間】

　［受付期間］7月1日（月）～31日（水）午前9時～午後5時（土･日･祝日は受け付けません）

　※郵送は、7月31日（水）までの消印のみ受け付けます。

【申込書用紙の請求先】

　・渡島または檜山管内各町役場総務課（八雲町では、総務課、熊石総合支所、落部支所、相沼泊川

　　出張所で配布）

　・渡島町村会事務局（函館市美原4丁目6番16号　渡島合同庁舎内）

　・檜山町村会事務局（江差町字陣屋町336の3　檜山合同庁舎内）

　※郵便で請求する場合には、封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、１２０円切手を貼っ

　　た宛先明記の返信用封筒（A4版サイズ）を必ず同封してください。

【申し込み先】渡島または檜山管内各町役場総務課、渡島または檜山町村会事務局

【問い合わせ先】

　・総務課人事厚生係 10137－62－2111

　・渡島町村会事務局 10138－47－9223

渡島・檜山管内
町職員採用資格試験案内

令和

2年度

渡島・檜山管内町職員採用資格試験を次のとおり行います。

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
筆
記
試
験
、

　

面
接
試
験

【
申
込
期
限
】

　

7
月
16

日
（
火
）

午
後
5
時
15

分
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

【
試
験
予
定
日
】

　

7
月
18

日
（
木
）
午
後
１
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

19　Yakumo Public Relations Vol.166



ビレッジハウス住まい相談センター

☎0120－83－0201　503－6369－3978

お問い合わせ

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

タイヤ販売・交換、バランス調整、パンク修理

【営業時間】8：30～１7：30

【定 休 日】日曜・祝祭日

　八雲町末広町63 TEL.0137－62－2508

有限会社 中村タイヤ

創業70余年

クレジットカード

使えます！

◎
自
衛
官
（
陸
海
空
）
を
募
集

　

し
ま
す

【
募
集
種
目
】

・
一
般
曹
候
補
生

・
自
衛
官
候
補
生

【
受
付
期
限
】
9
月
6
日
（
金
）

※
自
衛
官
候
補
生
は
年
間
を
通
し

　

て
【
応
募
資
格
】

　

18

歳
以
上
33

歳
未
満
（
男
女
）

（
令
和
2
年
4
月
1
日
現
在
）

（
町
内
の
社
会
人
、
高
校
生
の
他
、

町
外
に
お
住
ま
い
の
専
門
学
校

生
、
大
学
生
も
受
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）

【
試
験
期
日
】
9
月
中
旬
以
降

（
細
部
は
受
付
時
に
ご
案
内
し
ま
す
）

【
入
隊
予
定
日
】

  

令
和
2
年
3
月
下
旬

【
身
分
】
特
別
職
国
家
公
務
員

【
俸
給
】

　

初
任
給　

1
6
9
，
9
0
0
円

（
平
成
31

年
4
月
現
在　

　
　
　
　
　
　

一
般
曹
候
補
生
）

【
賞
与
】
年
2
回

【
各
種
手
当
】

　

特
殊
勤
務
手
当
、
地
域
手
当
、

寒
冷
地
手
当
、
特
別
勤
務
手
当
、

航
海
手
当
等

【
休
日
】

　

週
休
2
日
制
、
祝
日
、
年
次
休
暇
、

特
別
休
暇
（
年
末
年
始
、
夏
季
、
他
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

自
衛
隊
函
館
地
方
協
力
本
部　

　
　
　
　
　
　

八
雲
地
域
事
務
所

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
6
9
2

◎
北
海
道
警
察
官
を

　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

　

2
0
1
9
年
度
（
第
2
回
）
北
海

道
警
察
官
採
用
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

【
採
用
予
定
人
員
】

　

2
0
0
名
程
度

【
受
験
資
格
】

・
Ａ
区
分　

学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
な
ど

を
卒
業
し
た
方

（
2
0
2
0
年
3
月
末
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

　

男
性
Ａ
区
分　

30

名
程
度

　

女
性
Ａ
区
分　

10

名
程
度

・
Ｂ
区
分　

Ａ
区
分
以
外
の
方

　

男
性
Ｂ
区
分　

1
1
5
名
程
度

　

女
性
Ｂ
区
分　

45

名
程
度

【
年
齢
】

　

昭
和
62

年
4
月
2
日
〜
平
成
14

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

【
申
込
期
間
】

　

7
月
1
日
（
月
）

　
　
　
　

〜
8
月
20

日
（
火
）

【
試
験
日
】

・
第
1
次
試
験
日

　

9
月
16

日
（
月
・
祝
）

※
第
1
次
試
験
は
、
八
雲
警
察
署

　

内
で
受
験
で
き
ま
す
。

・
第
2
次
試
験
日

　

10

月
中
旬
〜
11

月
上
旬

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
警
察
署

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
0

　

松
浦
武
四
郎
が
、
明
治
政
府
に

「
北
加
伊
道
」
と
い
う
愛
称
を
提
案

し
た
7
月
17

日
は
、「
北
海
道
み
ん

な
の
日
（
愛
称　

道
み
ん
の
日
）
」

で
す
。

　

こ
の
日
を
、
本
道
ま
で
の
歴
史

や
文
化
、
風
土
を
見
つ
め
直
し
、

価
値
を
再
認
識
し
、
道
民
一
体
と

な
っ
て
よ
り
豊
か
な
北
海
道
を
築

い
て
い
く
た
め
の
き
っ
か
け
と
す

る
と
と
も
に
、
道
外
か
ら
訪
れ
る

方
、
本
道
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に

北
海
道
の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会

と
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
道
み
ん
の
日
に
は
、
道

内
各
地
の
道
立
施
設
な
ど
に
お
い

て
常
設
展
示
の
観
覧
料
や
入
場
料

が
無
料
に
な
る
ほ
か
、
記
念
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
渡
島
総
合
振
興
局

地
域
創
生
部
地
域
政
策
課

☎
0
1
3
8
│
47
│
9
4
2
8

防
衛
省
自
衛
隊
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

7
月　

日
は

北
海
道
み
ん
な
の
日

北
海
道
警
察
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

・河井　姫美（野田生176）
　☎0137－66－2108

・井上留美子（宮園町37-2）
　☎0137－62－2879

・小澤　直樹（末広町83）
　☎0137－63－3903

・近藤　安幸（落部37）
　☎0137－67－2849

・九鬼　昌幸（末広町33-3）
　☎0137－63－4621

・飯村　良子（東町141）
　☎090－1522－7865

・佐藤　雅幸（熊石平町49-1）
　☎01398－2－3680

自衛官募集はお近くの

自衛官募集相談員へ

ご相談ください

かわい きみ

いのうえ る　み　こ

おざわ なおき

こんどう やすゆき

くき まさゆき

いいむら りょうこ

さとう まさゆき
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■
平
成
30
年
7
月
に
、
相
続
に
関
す
る
法
律
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
成
立
し
た

新
し
い
ル
ー
ル
は
本
年
1
月
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か

ら
、
令
和
元
年
7
月
1
日
付
け
で
施
行
さ
れ
る
新
た
な
ル
ー
ル
で
あ
る
「
特
別
の
寄

与
の
制
度
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
た
と
え
ば
、
亡
く
な
っ
た
方
（
被
相
続
人
）
の
長
男
の
妻
が
、
被
相
続
人
の
生
前
に
被

相
続
人
の
介
護
を
し
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
相
続
法
に
よ
る
と
、

長
男
の
妻
に
は
相
続
権
が
な
い
た
め
に
、
被
相
続
人
の
相
続
財
産
の
分
配
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
今
回
の
法
改
正
で
は
、
こ
の
よ
う
な
不
公
平
を
解
消
す
る
た
め
に
、
無
償
で
被
相
続

人
の
介
護
や
看
病
に
貢
献
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
親
族
に
つ
い
て
は
、
相
続
の
開

始
後
、
相
続
人
に
対
し
て
特
別
寄
与
料
を
請
求
で
き
る
こ
と
と
す
る
新
た
な
ル
ー
ル

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が「
特
別
の
寄
与
の
制
度
」で
す
。

■
こ
の
新
制
度
以
外
に
も
、
今
回
の
改
正
で
は
、
遺
言
の
方
式
に
関
す
る
改
正
や
、
遺

産
分
割
の
対
象
と
な
る
預
貯
金
の
払
い
戻
し
に
関
す
る
新
し
い
ル
ー
ル
の
創
設
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
相
続
法
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
関
わ
り
が
あ
る
法
律

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
度
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

■
さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
相
続
に
関
す
る
ご
相
談
を
は
じ
め
、
各
種

法
律
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
つ
い
て
は
、
3
回

ま
で
の
無
料
法
律
相
談
や
、
ご
自
宅
等
へ
の
出
張
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ぜ
ひ
「
法
テ
ラ
ス
八
雲

法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0
―
3
3
8
3
―
8
3
6
6
）
」
ま
で
相
談
予
約
の
お
電
話
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所（
☎
0
5
0
―
3
3
8
3
―

　

5
5
6
3
）」
で
も
、
ご
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.

85

相
続
法
改
正

八雲警察署からお知らせ

【問い合わせ先】函館方面八雲警察署　 10137－64－2110

【運動期間】7月11日（木）～20日（土）の10日間（7月13日（土）は飲酒運転根絶の日）

【重点運動】・飲酒運転の根絶

　　　　　　・子どもと高齢者の交通事故防止

　　　　　　・スピードダウンと居眠り運転の防止

【夏季の交通事故防止のポイント】

　7月は、観光やレジャーが最盛期を迎え、活動範囲が広くなることから、暑さや長距離運転による疲

労等が重なって注意力が散漫となり、居眠り運転による正面衝突事故や車両単独事故が増加する傾向

にあります。

・暑さや疲れによる集中力の低下に十分注意し、眠気を感じたら直ちに休憩を取りましょう。

　また、長時間運転をする際は、２時間おきに休憩しリフレッシュしましょう。

・スピードの出し過ぎ、無理な追い越しは絶対にやめましょう。

・車に乗ったら、全ての座席でシートベルトを締めましょう。

【知っていますか？北海道自転車条例！】

　自転車に乗るときは、子どもはもちろん大人も乗車用ヘル

メットをかぶり、夜間は自転車の側面に反射器材をつけるよ

うにしましょう。

　万が一に備えて、自転車損害賠償保険等に加入するように

しましょう。

7月11日（木）～20日（土）夏の交通安全運動の実施

～「ム」チャするな「ジ」カンにゆとり「コ」コロのよゆう～

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

鳴
本　
　

翼

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）
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みんなの年金ガイド
今月の年金相談

7月11日（木）

10:30～12:00

13:00～15:30

第1委員会室

完全予約制
次回は8月8日（木）です。

令和元年度分国民年金保険料の

免除申請の受け付けを開始しました

○保険料の納付が難しい場合は、納付免除・猶予の申請を行いましょう
　7月1日から、令和元年度分（7月1日～令和2年6月30日までの1年間分）の国民年金保険料免除・猶予

申請の受け付けを開始しました。

 未納期間は受給資格期間に算入されないので、将来的に年金を受給できなくなる・不慮の事故の際、

障害年金や遺族年金を受給できなくなる場合があります。

　保険料を納めることが難しい場合は、未納にせず免除・猶予申請を行いましょう。

【申し込み先】住民生活課社会係・熊石総合支所住民サービス課・落部支所

【必要書類】

①個人番号カードまたは個人番号通知カード

②年金手帳、年金定期便など基礎年金番号のわかるもの

　※①か②のいずれか一方が必要です

③来庁する方の本人確認書類（運転免許証など写真付き証明書なら1点、写真無しなら2点）

④雇用保険受給資格者証、離職票など（退職による申請の場合）

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

納 　 　 付

全 額 免 除

一 部 納 付

若年者納付猶予

学 生 納 付 特 例

未 納

○

○

○

○

×

○

○（一部反映）

○（一部反映）

×

×

○

○

○

○

×

受給資格期間への算入

老齢基礎年金

年金額への反映

障害基礎年金

遺族基礎年金

（受給資格期間への算入）

知っ
て

おき
たい

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル 10570－05－1165

　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など（国民年金課）

　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど（お客様相談室）

　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口５番） 10137－62－2112（内線245）

　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課 101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

10138－82－8002
※アナウンスに従いおかけください。
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　毎月第2、第4木曜日はIT町民サポートセンターの日です。町民のパソコンのトラブルやお悩みに無料で相談
に応じます。パソコンの持ち込みや電話での相談も受け付けますのでお気軽にご利用ください。

ＩＴ町民サポートセンター

生涯学習パソコン講座

八雲町公民館２階　パソコン室　10137－６３－３１３１（内線３０４）

はぴあ八雲１階　情報交流室　10137－６８－２２２８（内線１２）
午後7時～8時

時　間　帯日程
および
会場

1,000円

日　　程　・　会　場（定員） 受講料コース名

会場・電話番号

内　　　　容

日　　程

7月11日（木）

7月25日（木）

7月16日（火）～18日（木）
午後6時30分～8時30分
落部町民センター（6名）

7月22日（月）～24日（水）
午後7時～9時

八雲町公民館（10名）

ワード＆
エクセル講座

（基礎）

ワード講座
（初級）

1,000円

◎内容および日程

　講座は少人数制で、専門知識を有する講師が皆さんの技能レベルに合わせ丁寧にお教えします。八雲地域
は公民館（☎0137－63－3131）、落部地域は落部支所（☎0137－67－2231）、熊石地域は熊石教育事務所
（☎01398－2－3111）までご連絡ください。

代表的なワープロソフトの「ワード」と表計算ソフ
トの「エクセル」について、基礎を学びます。

基礎内容に加え、図の挿入や写真等の加工につい
て学びます。ハガキによる文書作成にも取り組み
ますので、年賀状の作成などにも応用できます。

プログラ
ミング講座
（基礎）

600円

初心者にもわかりやすいビジュアルプログラミングソフト
「Scratch」を使用してプログラミングの基礎を学びます。プ
ログラミングに興味のある人はもちろん、小中学校で必修
となるプログラミング教育にも対応した内容ですので、お父
さん、お母さん方にもおすすめです。また、後期にはステップ
アップ講座としてプログラミングでロボット（Pepper）を動
かす内容も行う予定です（基礎講座の受講生が対象です）。

公

民

館

み
ん
な
の

◆申し込み・問い合わせ先　社会教育課（八雲町公民館内）　10137─63─3131

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真

ポ
ス
タ
ー
展
を
行
い
ま
す

　

戦
争
体
験
や
原
爆
被
爆
体
験
を

次
の
世
代
へ
正
し
く
伝
え
る
た
め

に
、各
施
設
で
原
爆
写
真
ポ
ス
タ
ー

を
展
示
し
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
展
示

の
ほ
か
、
平
和
づ
く
り
へ
自
ら
参
加

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る「
つ

る
に
の
っ
て
―
と
も
子
の
冒
険
―
」

の
上
映
も
行
い
ま
す
。
原
爆
を
知

ら
な
い
若
い
世
代
に
も
分
か
り
や

す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
展
示
会
場
で
は
広
島
市

で
行
わ
れ
る
平
和
記
念
式
典
の
際

に
献
鶴
す
る「
折
り
鶴
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
」を
設
置
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
落
部
支
所

　

7
月
3
日（
水
）〜
9
日（
火
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　

（
土
、
日
曜
日
は
休
館
日
）

②
公
民
館
ロ
ビ
ー

　

7
月
11
日（
木
）〜
17
日（
水
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
10
時

（
土
、日
、祝
日
は
午
後
5
時
ま
で
）

③
熊
石
教
育
事
務
所

　

7
月
23
日（
火
）〜
29
日（
月
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　

（
土
、
日
曜
日
は
休
館
日
）

全
町
女
性
研
修
会

「
気
功
体
操
」
で
明
る
く
・
楽

し
く
・
元
気
な
毎
日
を
！

　

愛
知
県
に
あ
る
N
P
O
法
人
元

気
健
康
活
動
協
会　

理
事
長
の
か

と
う
由
香
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、

ご
自
身
の
乳
が
ん
闘
病
の
ご
経
験

か
ら
、
毎
日
を
明
る
く
、
楽
し
く
、
元

気
よ
く
生
き
る
た
め
の
実
践
方
法

と
し
て「
気
功
体
操
」
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。
自
分
自
身
で
で
き
る

心
と
体
の
ケ
ア
を
と
お
し
て
、
日
々

の
生
活
を
イ
キ
イ
キ
と
前
向
き
に

生
き
て
い
こ
う
！
と
思
え
る
講
演

会
で
す
。
男
性
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。
老
若
男
女
問
わ
ず
、
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

【
日
時
】
8
月
3
日（
土
）　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場
所
】
八
雲
町
公
民
館  

展
示
室

【
講
師
】
か
と
う
由
香　

氏

（
元
気
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

【
参
加
費
】
無
料

【
そ
の
他
】
落
部
・
熊
石
地
域
は

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
停
留
所

や
発
車
時
刻
な
ど
の
詳
細
は
申
し

込
み
時
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
7
月
31
日（
水
）

【
主
催
】
八
雲
町
教
育
委
員
会

【
主
管
】
や
く
も
レ
デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト

8月4日（日） 午前9時30分～午後4時
八雲町公民館（10名）

7月28日（日） 午前9時30分～午後4時
落部町民センター（6名）

7月21日（日） 午前9時30分～午後4時
ふれあい交流センターくまいし館（6名）

け
ん
か
く
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